




















昭和 46 年 6 月 15 日
学位規則第 5 条第 2 項該当
原子核の sd 殻領域における (p ， d )及び (p ， t )反応










って、その準位の定量的且つ詳細な議論が可能となった。歴史的にはこの様な核子移行反応は (d ，p) 





応粒子分析電磁石で放出粒子を検出した (p， d) 及び、 (p， t) 反応の実験結果と、 (p， d) 反応に対する
歪曲波近似による解析結果を報告する。標的核としては 27 AI、 28 ， 29 ， 30S i 、 31p 、 32 S 、 40 ， 42 Ca を選び、
不純物からの影響をできるだけ避けるよう配慮した。そしてこれらのものについて残留励起準位8~








形も ln= 3 よりむしろ ln= 2 のものに近く、反応が直接に進行していると考えるより、二段階あるい
はそれ以上の反応機構で進んで、いることを示す若干の残留励起準位が見出だされた。又最近話題にな
っている (p， d) 反応における ln= 2 の角度分布に対する J依存性、 lP殻準位からの中性子の pick-up







ことによって、各準位に対する spectroscopic factor を求めた。 In=2 についての遷移強度が多くの
残留準位に分岐しており、又 8i、 S の領域ではそれらの基底準位に d5 / 2 、 8 1 /2 、 d 3 /2 の配位混合が
相当大きく Caになると更に f7/2 、 P3/2のそれがみられる。
論文の審査結果の要旨
本論文は、 sd 殻の領域に於て、 (p， d) 、 (p， t) 型反応の微分断面積を測定し、その角度分布の
模様及び微分断面積の絶対値の大いさより、反応機構及び、残留核の励起状態についての研究を行い、
これをまとめたものである。
このような核子移行型反応の研究としては、 (d， p) 型反応による研究が多くなされている。これ
らについては所謂 stripping 反応とよばれる直接過程による解析が行われ、残留核の励起状態につい





反応粒子の分析電磁石で放出粒子を観測した。標的核として sd穀領域の 27Al、 28 ， 2
4ωO ， 42Ca を選びび、微分断面積の角度分布カか冶ら、直接過程でで、励起されたいくつカか、の準位について、新しく
スピン及びび、パリテイを決定したO 又角度分布の形より反応の機構として二段階のプロセスによると考
えられる準位を見出した。又 (p， t) 反応についてはその微分断面積の大いさより、核の構造について
の知見を得、 (p， d) 反応に対する歪曲波近似による解析結果より配位混合等に関する新しい知識を
一、 93 -
えた。
このように、清水君の研究は、 sd殻領域の原子核に対する有用なデーターを提供するものであり、
従って理学博士の学位論文として価値あるものであると認められる。
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